
 

 

 

小学校時代は、夏になれば戦争について平和学習をしました。 

今回は、戦時中の市村国民学校（蔵王小学校の前身）の状況について、お伝えしたいと思います。 

 

太平洋戦争末期、戦局が厳しくなり「本土決戦」が言われる中、昭和 19年（1944年）に「学童疎

開促進要領」が、国において閣議決定されました。これにより、都会の 13都市国民学校 3年生以上の

児童が地方に疎開することとなりました。いわゆる「学童疎開」です。 

疎開は第一に縁故疎開（親類を頼っての疎開）が奨励され、縁故疎開が難しい大部分の児童が、集団

疎開として学童疎開の対象となりました。 

 

広島県は（特に県東部において）大阪市の児童を多く受け入れました。 

そこで、市村国民学校においても、大阪市福島区の上福島国民学校の 5年生男子 34人を受け入れる

ことになりました。34人には引率として、先生 2名と寮母 1名も同行しました。 

 

実際の疎開日は昭和 19年（1944年）９月２０日です。早朝に大阪を出発し、11時 37分に福山

駅に着き、そこから徒歩にて学校へ。13 時に学校到着予定との記録が残っています。そして、市村国

民学校の裁縫室を寮として寝泊りをしました。 

 

 特に市村での学校生活についての記録は確認できていませんが、近隣に疎開してきた学年の記録によ

ると深刻だったのは食料問題だったようです。育ち盛りの子供たちに正規の配給物資だけでは、まった

く足りません。そこで、いもづる、よもぎ、かぼちゃの葉、イナゴ、また野草や昆虫なども手に入れて、

工夫して調理をしたそうです。時に地元の方の差し入れもあったようです。 

秋から冬になっては、寮の中の寒さにも苦労し、また栄養失調からくる、しもやけが児童たちを悩ま

せました。 

 

 そして、進級の喜びもない春を迎え、いよいよ戦局も苛烈になってきます。 

 

夏、昭和 20 年（1945 年）8 月 8 日夜、福山の町は空襲を受けます。旧福山市内では南・霞・深

津の 3校の全校舎・校具が焼失しました。市村でも一部焼夷弾による被害がありましたが、深安郡引野

国民学校（今の引野小学校）では、焼夷弾により校舎が焼失し、同じく疎開して学校の裁縫室で就寝中

だった上福島国民学校の４年生男子と先生方は間一髪、難を逃れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

学童疎開について  



 

 

 

そして、 

8月 15日終戦。 

 

 

 

 

 

福山からも 10 月以降

順々に子供たちが帰阪し

ていきます。市村国民学

校へ疎開の 5 年生男児は

10月23日に全員帰郷し

ます。しかし、大阪の街

は焼け野原、上福島国民

学校も、空襲で無くなっ

ていました。親が出迎え

に来ましたが、自宅を失

っている家庭もあり、帰

阪後、子供たちはそこで

バラバラに離れることも

少なくなかったようです。 

  

 

 

 

 

 

                  【上福島小学校創立百周年誌（昭和 49年）より】 

 

親元を離れた 13カ月間。そして、終戦後の混乱期。そこには、子供たちの戦争がありました。 

 

 今年は創立 150周年というおめでたい年ですが、その歴史の中には、苦難の時代もあり、その上で、

今の平和があることも忘れないようにしなければなりません。 

 

出典：「福山市史 近代現代資料編Ⅲ 教育・文化」「福山市史 下巻 （昭和 53年発刊）」 

   引野学区まちづくり推進委員会「戦争の中の子どもたち」 

   福山空襲を記録する会「福山空襲の記録」 

   福山市教育委員会「忘れまい 福山空襲」 

   HP「大阪市内で戦争と平和を考える」 


